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科目名 必修㸭選択 単位数 学 年 ࢫࣛࢡ 

情報研究 選択 㸰単位 㸱学年 㸯࣭㸰࣭㸱࣭㸲組 

 

1. 概要及び目標 

࠙情報ࡢ概要目標ࠚ 

情報ࡢ各ศ野関ࡿࡍ基礎的࣭基ᮏ的࡞知識技術ࢆ習得さࡏ，現代社会࠾けࡿ情報ࡢ意義や役割理解さࡶࡿࡏ，高度情報通信

社会ࡢ諸課題ࢆ主体的，合理的解決し，社会ࡢ発展ࢆ図ࡿ創造的࡞能力実践的࡞態度ࢆ育࡚ࠋࡿ 

 

2. 評価ࡢ観Ⅼ及び評価方法 

評価ࡢ観Ⅼ 評価内容 評価方法 

関心࣭意欲࣭態度 

情報や情報社会関心ࡶࢆちࠊ身ࡢ回ࡢࡾ問題

活ࢆ情報及び情報技術࡛ࢇ㐍ࡵたࡿࡍ解決ࢆ

用しࠊ情報社会対応࡛ࡼࡿࡁうࡿࡍ 

関࡞ࢡュ࣮タや情報通信ネットワ࣮ࣆンࢥ

心ࢆ持ちࠊ身ࡢ回ࡢࡾ問題解決ࢆ通し࡚情報ࢆ

主体的活用ࡿࡍこࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

思考࣭判断࣭表現 

情報活用ࡢ方法ࢆ工夫したࠊࡾ改善したࡿࡍࡾ

ࢆ判断࡞えた適ษࡲふࢆ情報モࣛࣝࠊࡶ

 ࠋࡿࡍ

情報ࢆ収集࣭処理࣭発信ࡿࡍ方法ࢆ工夫したࠊࡾ

結果ࢆ踏ࡲえ࡚改善したࠊࡶࡿࡍࡾ情報

モࣛࣝࢆ踏ࡲえた適ษ࡞判断ࠋࡿࡍࢆ 

技能 

プロࣛࢢムࡢ実行結果ࠊࡽ問題ࢆ発見࣭解決

 ࠋࡿࡏ付けさ身ࢆ遂行し࡚いく力ࢆ

プロࣛࢢムࡢ製作工程ࠊࡽ解決し࡞け࡞ࡤࢀ

࡛ࡀこࡿࡍ改善ࠊศ析ࠊ見出しࢆい問題࡞ࡽ

 ࠋࡿࡁ

知識࣭理解 

情報ࡼ࠾びࠊ情報技術ࢆ活用ࡿࡍたࡢࡵ応用的

け࠾現代社会ࠊࡶࡿつけ身ࢆ知識࡞

 ࠋࡿ理解し࡚いࢆ意義や役割ࡢ情報ࡿ

情報ࢆ適ษ収集࣭処理࣭発信ࡿࡍたࡢࡵ基礎

的࡞知識ࢆ身つけࠊࡶࡿ情報社会࠾

けࡿ情報技術ࡢ役割や影響ࢆ理解し࡚いࠋࡿ 

3. 使用教科書教材等 

特࡞し 

4. 授業ࡢ展開形態 

㸱学年選択࡛ࢫࣛࢡ行うࠋ主ࢥンࣆュ࣮タ教室ࢆ使用ࠋࡿࡍ 

5. 学習方法 

 年間計画ࢆ参考しࠊ各自࡛授業ࡢ計画ࢆ立࡚ࠊ予習や復習生ࡼࡍう工夫ࠋࡿࡍ 

 半数以ୖࡣ実習ࡿࡍ 

 授業࡛えࢀࡽた宿題や課題等ࡁࠊࡣちࢇこ࡞しࠊ提出期限ࢆ守ࡿこࠋ 

 授業中ࡣ私語ࢆ慎ࠊࡳ意欲的ࡾྲྀ組ࠊ࡞ࡴ授業集中ࡿࡍこࠋ 



6. そࡢ他㸦履修ୖࡢ注意㸧 

ձ 履修࣭修得࠾けࡿ注意Ⅼ 

a). Ḟ課時数ࡀ総時数㸦㸰単位×㸱㸳㐌＝㸵㸮時間㸧ࡢ㸱ศࡢ㸯㸦㸰㸲時間㸧ࢆ超えた生徒ࡣ履修ࢆ認࡞ࡵいࠋ 

b). 時数ࡀ足し࡚いࡿ生徒ࡢうちࠊ正当࡞理由ࡀあࡿ生徒つい࡚ࠊࡣ原則し࡚㸴時間つい࡚ࡣ補充ࢆ行うࠋ 

c). 学年ᮎࡢ評定ࠕࡀ㸰ࠖ以ୖࡢ生徒ࠊࡣ単位ࢆ修得したࡢࡶ認ࠋࡿࡵ 

ղ 授業࠾けࡿ注意Ⅼ 

a). 教科書やそࡢ他授業必要࡞教材ࠊࡣ必ࡎ持参し࡚授業ཷࢆけࠋࡿ 

b). 私語や居眠ࠊࡾ怠慢࡞態度ࠊ授業ࡢ妨害ࡿࡍ行Ⅽࢆ行わ࡞いࠋ減Ⅼࡢ対象ࠋࡿ࡞ 

c). 提出物や課題ࠊࡣ期限ࡁࢆちࢇ守ࡾ提出ࠋࡿࡍ 

 

7. 年間授業計画 

月 㡯目 指導内容 

配当 

時間 

累積 

時間 

㸲 オࣜエンテ࣮ション 自己紹介ࠊ年間授業計画ࠊ評価ࠊ検定ࡢ説明 㸰 㸰 

検定対策 タイࣆンࢢ練習ࠊ表計算検定 㸱級 㸲 㸴 

㸳 表計算ソࣇトࡢ活用 タイࣆンࢢ練習ࠊ表計算検定 㸱級，準㸰級 㸶 㸯㸲 

㸴 表計算ソࣇトࡢ活用 タイࣆンࢢ練習ࠊ表計算検定 準㸰級 㸶 㸰㸰 

㸵 表計算ソࣇトࡢ活用 タイࣆンࢢ練習ࠊ表計算検定 㸰級 㸴 㸰㸶 

㸷 表計算ソࣇトࡢ活用 タイࣆンࢢ練習ࠊ表計算検定 㸰級 㸶 㸱㸴 

㸯㸮 表計算ソࣇトࡢ活用 タイࣆンࢢ練習ࠊ表計算検定 㸰級 㸰 㸱㸶 

アࣝࢬࣜࢦム 

୕大制御㸦㡰ḟ，条件，繰ࡾ返し㸧つい࡚理解ࡿࡍ 

変数つい࡚理解ࡿࡍ 

㸰 㸲㸮 

プロࣛࢢム Scratch࡛࣮ࢤムࢆ作成ࡿࡍ 㸲 㸲㸲 

㸯㸯  

 

卒業制作 

Scratch࡛࣮ࢤムࢆ作成ࡿࡍ 

 

 

卒業制作発表 

㸲 㸳㸮 

㸯㸰 

㸰㸮 㸵㸮 㸯 

㸰 

 


